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論 文 内 容 の 要 旨
中重核および重い核の集団的運動の一つである振動のモー ド (mode)は微視的には Bogoliubovの意
味での束縛対が位相をそろえてきれるという考えの上に立って, ランダム ･ フェーズ (randomphase)
近似の方法を用いて記述される｡ また, 独立な各核子の間の相互作用の有効値を簡単化 して対カ(pairing
force)および Q-Q力 (四極子型相互作用) の形におきかえて取り扱われている｡
最近になって, ランダム ･ フェーズ近似の有効性につき, 池田清美民らが検討 した結果, 対核子問の相
関が強い場合には, 基準状態が擬粒子 (quasトparticle)の真空状態 (ェわ レギーの最低状態) か ら著 し






Bogoliubov粒子を導 くような自己無撞着 (self-consistent)の方程式の導出に成功した｡ 主論文の内容
はこれの導出およびその結果の吟味から成っている｡
すなわち, 固有なモー ドの集団運動の運動方程式において, 今までは調和振動からずれる部分を擬粒子
に関する normalproductの形で無視あるいは近似的な取り扱いをしていたが (いわゆるランダム ･ フェ
- ズ近似), このような取り扱いが許されるのは基準状態からのずれが極めて小さい場合に限られる｡ 池
田民らの指摘 したように, 基準状態において励起された擬粒子が多数個存在するという事実はかような近








申請者の実際に取り扱ったのは単純な j殻模型の場合であるが, この場合においても, このような取り







論文に示されているように, 従来原子核の取扱いておいて便宜的に用いられる対力および Q-Q 力の仮定
を核力から reaction一matrixの方法で導くことに研究の主力をおき, それより得られた有効核力がたと
えば核変形, エナ- ジー ･ギャップ, 殻模型計算などには都合よく適用されるが, 集団振動では Q-Q 力








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
従来, 原子核の基準状態は各核子あるいは擬粒子が最低のエれ レギー状態にある, いわゆる真空状憩で
あると考えられていたが, 原子核に種々の集団運動, たとえば全体としての振動のモードなどが許される
以上, その零点振動として基準状態においても, 核子対あるいは擬粒子対がきれて励起状態に上っている
ような状態を考慮に入れなければならぬことは当然である｡ 最近, 池田清美民 らはこのことをパウリ原理
を考慮する範囲でとり入れた最初の試みを発表した｡ 申請者板東弘治がその主論文において発表した研究
は,､池田民らの取り扱いの不備をあげ, また, 基準状態における核子相関を最初からくり入れるような方
法を新 しく提唱し, 基準状態における各核子の (上述の意味での) 励起が相当多い場合にも適用できる方
法でこの問題の詳 しい吟味を行なっている｡ 得られた結果は未だ必ず しも最終的なものと云えないが, こ
のような取り扱いの困難な問題を筋を通して確実に攻め, 新 しい自己無撞着の方程式の導入によって, 問
題の在り方をはっきり示した功績は大きく, 原子核構造の理論の発展に寄与するところが大であったと考
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えられる｡
さらに, 申請者は参考論文に示されているように, いわゆる reaction-matrixの方法を縦横に駆使 し
て, 彼の属する研究グループの大きいテーマである中間子論的核力より核構造へという方針に従う多くの
問題を精力的に処理 して大きい成果をあげている｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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